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⑤　市民病院の今後の展望等をお聞かせくださ 

　い。 

　　市町村合併で自治体が広域化しますが、市

民の皆様が住み慣れた地域で、安心して暮らせ

る町づくりの拠点施設となることは今後も変わ

りありません。 

　市民病院では、併設の保健センター「サン・

ケア平戸」と共に、これまで蓄積してきた業績

を全市的に展開したいと考えています。 

　市民病院開院から10年、長いようで短くも感

じられます。10年前、南部病院と紐差病院が合

併して1つの病院になると聞いた時、自宅から病

院までの距離が長くなり不安を感じたものでした。 

　しかし、開院と同時に他の病院に類を見ない保

健センターまで設置し、そして、毎年の健康診断

まで行い、それによってどれほど多くの方が早期

発見で命を救われたことでしょう。 

　これからも、院内の人材の育成に努められ、市

民病院がもっと大きくなられますことを、市民の

一人として願っております。 

 

院長 

院内の人材育成に努めて 
　　市民に期待される病院に 
 

野子町　松永　敦子 

　市民病院には、我が家の全員がお世話になって

います。子供が小さいときは、病気、負傷が絶え

ず、保険証に記載する欄がなくなるほどでしたが、

子供が成長した今では、父が昼夜を問わずお世話

になっています。 

　また、平成12年に弟が福岡の病院から転院し

てきた時、「市民病院はきれいで空気はいいし、

環境も良く、病気が治ったごたる」と言っていた

ことを想い出します。 

　少子高齢化が進み、老人世帯の割合が年々高く

なるなど、多様化する市民のニーズに応える地域

の医療機関として、市民病院が益々発展されるこ

とを祈念しています。 

地域の医療ニーズに 
　　　　　　　応える病院に 
 
 

根獅子町　浜崎　保久 

広報編集委員 
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新春インタビュー

①　市民病院を開設して、今年が10年目を迎え 

ますが、これまでを振り返って、とくに苦労さ

れたことや印象に残っていることは、どんなこ

とでしょうか。 

　　　平成８年に2つの病院（紐差病院・南部病 

院）を合併統合して、現在の市民病院が開設さ

れましたが、開設当初は、それぞれ独自の運営

方針の基に経営がなされてきた病院を、1つの

目標に統一する作業が一番大変でしたね。また、

合併当初は、南部病院から引き継いだ4億3千

万円に上る不良債務をいかに解消していくかが、

最大の懸案事項でしたが、市民の皆様に地域の

病院として愛され利用していたただき今日を迎

え、平成13年度には、不良債務の全額を解消

することができました。これは、職員のたゆま

ぬ努力と皆様のご理解の賜物と感謝しています。

　今日では、紐差病院から引き継がれてきた健

診事業や在宅事業を、さらに発展させることが

でき、また、国際シンポジウムや国診協全国現

地研究会の当院での開催などの大事業を成し遂

げることができたことは、これまでの苦労が報

われた想いがします。 

 

②市民病院の基本理念に「包括医療の実践」が掲 

げられていますが、院長がめざしている地域包

括医療とは。 

　　　平戸市の中、南部地域は、医療資源の大変 

乏しい地域ですから、子供から高齢者までのあ

らゆる世代に、医療、保健、介護、福祉サービ

スを効率よく提供し、健康の増進と福祉の発展

に貢献することが、地域包括医療の原点と考え

ています。 

③院長は、全国国診協（全国国民健康診療施設協 

議会）の調査研究部会の部会長として、全国的

な調査研究事業に取組まれていますが、これら

は今後どのように活用されるのでしょうか。 

　　　全国の国診協参加の診療施設は、ほとんど 

が私たちの地域と同じ困難な地域に立脚してい

ます。同じ課題を抱える地域の課題をともに克

服することを目的として、様々な研究事業に取

組んでいますが、今後、研究の成果を病院事業

の発展に役立てていきたいと考えています。 

 

④医師確保が大変厳しくなってきたということを

　聞きますが、市民病院での医師確保の現状は。 

　　　国立大学の独立行政法人化や新臨床研修医 

制度により、大学からの医師派遣体制は、大変

厳しい現状にあります。当院においても残念な

がら、整形外科について大学からの医師派遣が

厳しくなり、各方面に働きかけをしていますが、

新年度からの診療体制が憂慮されるところです。

医師確保の問題は、長崎県の医療行政の中心課

題として、解決策を県レベルで検討しています

が、私もその委員として意見を述べています。

一方、明るい材料も見えつつあります。国診協、

全国自治体病院協議会、国保連合会も関心をも

って支援体制を構築いただいています。この４

月からは、内科診療体制が充実される見通しで

す。また、支援の柱である長崎大学医学部への

働きかけも、今後一層強めていきたいと考えて

います。 

 

　　　　院長　押　淵　　徹 

聞き手　広報編集委員 

 

院長 

院長 

院長 

院長 

新春インタビュー
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2004年春　長崎県花粉飛散数 

2005年春　花粉飛散予想数 

558 

2500

１平方センチ当たり 

今春の花粉飛散予想は昨年の５倍  今春の花粉飛散予想は昨年の５倍  今春の花粉飛散予想は昨年の５倍  
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★食中毒は、細菌やウィルス・自然毒・ 

化学物質などが原因で発生します。食

中毒というと、梅雨時や夏に多いイメ

ージがありますが、冬も多く発生しま

す。その原因の多くは「ノロウィルス」

によるものです。 

 

＜ノロウィルス食中毒とは？＞ 

冬から春先にかけて発生することが特徴 

で、食べてから１～２日後に、吐き気や

おう吐・腹痛・下痢・軽度の発熱などが

出ます。以前は「小型球形ウイルス」と

呼ばれていましたが、平成１５年８月に

食品衛生法施行規制の改正で「ノロウィ

ルス」に改められました。 

 

＜感染経路は？＞ 

★ノロウィルスは、食品内で増殖せず、 

患者の腸内で増殖し便に排出されます。

そして、下水を通じて河川、海へと流

れ、二枚貝の内臓に蓄積されるのです。 

　 

 

　ノロウィルスで汚染された地域の二枚貝（長

崎県外産）を生や不十分な加熱調理で食べた

り、手や調理器・患者の便、吐物からの二次

感染で食中毒になります。 

 

＜感染防止と予防＞ 

①加熱処理で感染防止：二枚貝の生食はで 

きるだけ避け、十分に火を通して食べま

しょう。 

②手をよく洗って予防：トイレの後・調理 

の前・食事の前に、必ず行いましょう。 

（ノロウィルスは、症状が治まった後も

１～２週間程、便に排泄されるといわれ

ています） 

③調理器具もよく洗う：熱湯などで消毒し

　ましょう。 

 

＜二次感染に注意!!＞ 

★患者の便や吐物を片づける時は、ビニ 

ール手袋を使用して、直接手に触れな

いようにしましょう。 

★汚れた衣類・雑巾は、塩素系漂白剤（10 

　～50倍希釈）に浸し、消毒しましょう。 

 

症状がある時は、早めに医師・看

護師にご相談ください。 

　　　 

　　　平戸市民病院　 

　　　　　院内感染対策委員会 

 

 

現在流行中のノロウィルス 

についてご紹介します。 

ノロウィルスについてノロウィルスについてノロウィルスについて
（５）　市民病院広報 　 



濱田　美津江 

　前向きに明るく笑顔で 
過ごす事を目標に、一日 
一日を大切にしたいと思 
います。 

松山　洋子 

　“人見るも良し、人見ざるも 
良し、我は咲くなり”の言葉の 
様に、自然体で頑張って行こう 
と思ってます。 

　どんな時も笑顔でさわや 
かに…を忘れず、仕事も家 
庭も頑張りま～す。 

川口　容子 

西原　政子 

　今年の目標として、心に 
ゆとりをもって、この一年 
頑張りたいと思います。 

福田　和子 

　幸福な家庭、良い職場に 
恵まれて、昨年は、本当に 
良い年でした。 
　今年は酉年で、年女でも 
あり、鳥のように羽根をい 
っぱい広げて、幸福を包み 
たいです。 

とり とり 

村川　紀美子 

　今年の私のテーマは 
“女らしく”です。 

四田　さゆり 

ダイエットにはげみます。 
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種岡　新 

　酉年にちなんで大きく 
はばたきたいところです 
が、何分重量オーバーで、 
離陸が不安です。 

江田　由紀子 

　受付窓口業務をしていま 
す。忙しい時にこそ、一呼 
吸おいて仕事をしようと心 
がけています。 

漆　晶子 

　お料理が上手になりたい。 

富村　由美 

　今年も、毎日元気で 
笑顔で過ごせるように 
頑張ります。 

小楠　美春 

鋒屋　ゆり 

　自己管理に気をつけ、 
無欠席で頑張る。 

廣田　秋子 

　一年、心も身体も健康で 
ありたいと思います。そし 
て、廻りのこと相手の立場 
になって、考えられたらい 
いと思います。 

柴山　邦子 

　子供も大きくなり、自分 
の趣味を見つけて楽しみた 
いです。 

とと

　風邪をひきやすいので、 
健康管理には十分気をつ 
けて、毎日、笑顔で患者 
様に接することができる 
ように頑張ります。 
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行ってきました!!嬉野・鹿児島旅行行ってきました!!嬉野・鹿児島旅行行ってきました!!嬉野・鹿児島旅行

　12月14日に、クリスマス会が開かれました。

平戸伝統の田助ハイヤ節で幕開けです。踊子は、

療養病棟スタッフで、年齢に関係なくハイヤ節

の衣装を身にまとうと、皆さんとてもかわいく

見えました。 

　一般病棟からは、昨年一番人気の〝冬のソナ

タ〟をハングル語で熱唱しました。ヨン様も登

場し、皆さんの目はハートマークでしたね。 

　なんと言っても、ボランティアで参加してい

ただいた中津良保育園の園児の皆さんのかわい

い踊りは、皆さんの顔をほころばせ、まるで自

分の孫を見ているようでした。大塚ヘルシーの

元気の出る踊り、山崎さんの優雅な踊り、山元

さんのハーモニカとクリスマス会が盛り上りま

した。今回はご家族の方もたくさん参加いただ

きました。 

　皆さんありがとうございました。今年のクリ

スマス会にも、ぜひ、ご参加ください。 

 

　11月27・28日に職員13名は、夕方に平戸を

出発し嬉野温泉へ行ってきました。 

２日目には、九十九島の遊覧などを楽しんでき

ました。少人数でしたが、想い出に残る楽しい

旅でした。 

 

　12月４・５日は第２班の職員旅行、参加者 

28名は、鹿児島、熊本へ行ってきました。 

平戸を出る時は、曇り空でしたが、鹿児島に着

く頃はあいにくの雨。噴煙の桜島も見ることが

できません(残念、、、)。車窓からの見学とな

りました。宿は霧島温泉、宴会では皆さんスト

レスを発散していたようです。２日目は、天気

も回復し、雄大なえびの高原を越え、人吉で川

くだりを楽しみました。 

メリー・クリスマスメリー・クリスマスメリー・クリスマス
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委員会の活動を紹介委員会の活動を紹介

３階病棟です３階病棟です

薬局です薬局です

「にこちゃんマーク」で転倒防止「にこちゃんマーク」で転倒防止
２.)  医療・介護安全対策委員会 

　患者様に安全で質の高い医療・看護・介護を提供することを目的に、 

15名の委員で活動しています。「医療事故」という言葉を報道などで 

耳にしたことがあると思います。そのような大きな事故を起こさないように、毎月１回委員会を開き

防止策を検討しています。また、研修会に参加したり、定期的に学習会も行っています。１月17日か

らは、車椅子からの転倒・転落を防止する目的で、車椅子にマークをつけて、職員全体で防止しよう

という取組みを実施しています。 

　このマークは「にこちゃんマーク」と名づけました。これからも皆様が安心で満足のいく治療・看

護・介護を受けられるようスタッフ一同努力していきます。 

 

　3階病棟は、療養型病棟となっています。 

　一般病棟と異なり、積極的な治療が終わり、病状

が安定した方が対象です。 

　少しでも早く、地域や家庭で生活できるように、

リハビリを中心に機能回復をめざす病棟です。スタ

ッフは24名、平均年齢は・・秘密 

　これからもどうぞよろしくお願いいたします。 

　 

　毎日健康で、仕事ができる喜びに感謝しながら、

患者さん、病院経営に対し何ができるかを考えなが

ら業務にあたりたいと思っています。　 

『薬局スタッフ』 
石田　由美(宝亀町）… 写真中央 

看護師特有の処方チェックが、素晴らしい。 

家庭の事情でパート勤務なのが残念です。 

山村　千草(大石脇町）… 写真左 

2004年10月から、前任の江川弘子さんの後に勤務

しています。不慣れな点もありますが、頑張ります。 

西川　貞夫(紐差町)　勤続26年目になります。 

 

私たちの職場を紹介します私たちの職場を紹介します
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院長から「大型プラズマテレビ」を
　　　寄贈いただきました

　「竜んおとし子」第３号で紹介したとおり、昨

年実施した患者様アンケートで、外来に「押し車」

や「歩行器」を増やしてほしいという要望をいた

だいていました。 

　市民病院では、皆様のご要望にお答えし、この

ほど、外来に「車イス」２台を増やした他、「歩

行補助車」1台と四点支持杖1本を新たに購入し、

ご来院の皆様に利用いただいています。患者様か

らは、院内での移動が楽になったと喜ばれていま

す。今後とも、病院に対するご意見やご要望をお

寄せくださるようお願いいたします。 

 

　市民病院の外来ロビー(薬局横の壁)に、昨年夏

からひときわ大きなプラズマテレビが設置され、

ご来院の皆様にお楽しみいただいています。 

　このテレビは、押淵院長が、平成15年３月に

医療分野で権威ある「医療功労賞」を受賞されま

したが、その記念としてワイドテレビ2台ととも

に寄贈いただいたものです。 

　プラズマテレビは、55インチの大型スクリー

ンでハイビジョンを内蔵した最新鋭のテレビで、

１階ロビーに昨年８月に設置され、外来の待ち時

間等にご利用いただいています。 

　また、２台のワイドテレビ(32インチ)は、２階

と3階のディルームに設置され、入院患者様にご

覧いただいています。寄贈いただいたテレビは、

想いでの受賞記念品として、大切に利用していき

たいと考えています。 

ご寄贈ありがとうございました。 

外来アンケートに答えて 外来アンケートに答えて 外来アンケートに答えて 

「車イス」を増車、「歩行補助車」も
　　 新たに備えました
「車イス」を増車、「歩行補助車」も
　　 新たに備えました

院長から「大型プラズマテレビ」を
　　　寄贈いただきました
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　昨年12月７日、入院患者様を対象にデザートバイキングを 
行いました。 
　メニューは、クリスマスということでケーキを主とし、果物・ 
ゼリー・コーヒー・ジュースなどいろいろ取り揃えました。ふ 
だんは食堂に出て来られない方も出て来られ、違った雰囲気を 
楽しまれました。 
 

　昨年12月７日、入院患者様を対象にデザートバイキングを 
行いました。 
　メニューは、クリスマスということでケーキを主とし、果物・ 
ゼリー・コーヒー・ジュースなどいろいろ取り揃えました。ふ 
だんは食堂に出て来られない方も出て来られ、違った雰囲気を 
楽しまれました。 
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　カトリック紐差教会は、昭和４年（1929）、紐差の町を一望する高台に、教会堂設計で著名な鉄

川与助によって建てられました。鉄筋コンクリート造で、梁間48尺(約14.5m)に桁行144尺(約43.6m)

と規模が大きく、礼拝空間が２階に設けられているのが特徴です。天井や壁面につけられた花や葉の

彫物か゛、ステンドグラスとともに堂内を華やかに演出しています。現在の教会堂が建つ以前にあっ

た旧紐差教会(明治18年宣教師マダラカによって設立)は、紐差教会の布教範囲であった馬渡島(佐賀

県東松浦郡鎮西町)に、昭和３年(1928)に移築され、馬渡島教会として現存しています。 

紐差カトリック教会紐差カトリック教会紐差カトリック教会
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